
宣 言 日 令和　　5年　6月　8日

住 所 埼玉県和光市下新倉5-22-50

県 内 企 業 等 の 名 称 有限会社田村商店

代 表 者 役 職 氏 名 代表取締役　阿曽　敏晃

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

経済

多様な人材が活躍できる社会の実現のため、外
国人雇用者数を増加させる。

＜（現状値）202２年の数値＞
外国人雇用者数：９人（25人中9人）

＜2030年に向けた指標＞

15人

＜取組開始３年後に向けた指標＞

13人

社員参加の社会貢献活動として、自治体・学校・
子ども食堂への寄付活動と地域の清掃活動を
行う。
＜（現状値）202２年の数値＞
①寄付額：55万円/年
②美化活動参加回数：50回/年(延べ200人)

＜2030年に向けた指標＞

①80万円/年　②50回/年(延べ400人)

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①65万円/年　②50回/年(延べ300人)

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、「環境」「社会」
「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載してください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

①３０％（3台/10台)　②126,560ℓ/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

①１０％（1台/10台）　②146,720ℓ/年

CO2削減のため環境に配慮した重機・車両へ
の切り替えを行い、燃料の使用量を削減する。
＜（現状値）202２年の数値＞
①環境配慮重機・車両割合：０％(０台/１０台)
②軽油使用量：154,000ℓ/年

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

当社は、金属スクラップのリサイクル業を行い、資源循環型社会の構築と、CO２排出量の削減を目指し、社会に貢
献する。この考えは持続可能な開発目標（SDGｓ）と同じ方向を目指すものであり、社員全員が誠実に事業活動に取
り組むことにより、SDGｓの達成に貢献していく。

有限会社田村商店

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会


